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 密封パック器 デリシャスキーパー 

SMP-A01 

取扱説明書 

 

 

 

このたびは siroca 密封パック器 デリシャスキーパー

SMP-A01 をお買い上げいただきまして、まことにありが

とうございます。 

この商品を安全に正しく使用していただくために、お使

いになる前にこの取扱説明書をよくお読みになり十分に

理解してください。 

お読みになったあとは、手元に置いてご使用ください。 

※ 本書の内容は改善のため、予告なく変更することがあります。 
 

この製品は家庭用です。 

他の目的には使用しないでください。 

p.10 
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p.11 
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お
使
い
に
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安全上のご注意  必ずお守りください  
ここに示した注意事項は、お使いになるかたや他のかたへの危害と財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただ

くために重要な内容を記載しています。ご使用になる前によくお読みになり、記載事項を必ずお守りください。 

なお万が一、停電･本機の故障・取り扱い不良により密封するものの劣化などがありましても、補償はいたしかねますので、

予めご了承ください。 

●表示の説明 

  警告  
 

取り扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う 

可能性が想定される内容です。 
 注意  

 

取り扱いを誤った場合、障害を負う、または物的損害が 

発生することが想定される内容です。 

●図記号の説明 

 

 
（ ） ： 禁止（してはいけない内容）を示します。 

 

 
（ ） ： 強制（実行しなくてはならない内容）を示します。 

 

 

  警告    

 

 

分解禁止  

 

水ぬれ禁止  

 

禁止  

 

 
 

絶対に分解したり修理や改造を行わない 

発火・感電・けがの原因になります。 

修理は、お買い上げの販売店または弊社サポートセンター

（03-5413-6125）にご相談ください。 

本体を水につけたり、水をかけたりしない 

ショート・感電の恐れがあります。 

 

子どもだけで使わせたり、乳幼児の手の届く 

ところで使わない 

やけど・感電・ケガをする恐れがあります。 
 

付属の密封ロール袋は子どもの手の届かな
い場所に保管する 

誤って顔にかぶったり、首に巻きついたりして窒息し、死亡

の原因になります。 

 

 
 

製品に異常が発生した場合は、すぐに使用
を停止する 

製品に異常が発生したまま使用を続けると、発煙・発火・

感電・漏電・ショート・ケガなどの恐れがあります。 

＜異常・故障例＞ 

・ 電源コードや電源プラグがふくれるなど、変形、変色、

損傷している 

・電源コードの一部や電源プラグがいつもより熱い 

・電源コードを動かすと通電したりしなかったりする 

・本体がいつもと違って異常に熱くなったり、焦げ臭い

においがする 

                       など 

 

上記のような場合は、すぐに使用を停止し、電源プラグを

コンセントから抜いて、お買い上げの販売店または弊社サ

ポートセンターに点検・修理を依頼してください。 

◆ 電源コード・電源プラグについて ◆ 

 

ぬれ手禁止  

 

禁止  

 

禁止  

 

 

 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしない 

感電・ケガをする恐れがあります。 
 
 
  

電源コードが傷んでいたり、コンセントの差し
込みがゆるいときは使用しない 

感電・ショート・発火の原因になります。 
 

電源コード・電源プラグを破損するようなこ
とはしない 

電源コードや電源プラグを以下のような状態で使用すると、

感電・ショート・火災の原因になります。 

傷つける、加工する、無理に曲げる、熱器具に近づけ

る、ねじる、引っ張る、重い物を載せる、挟み込む 

                     など 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 

プラグを抜く 
 

 
 

 

定格 15A・交流 100V のコンセントを単独で
使用する 

たこ足配線などで他の器具と併用すると、分岐コンセント部

が異常発熱して、発火・火災・感電・故障の原因になります。 

電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みが不完全だと、感電や発熱による火災の原因に 

なります。 

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たず
に必ず電源プラグを持って引き抜く 

感電やショートによる発火を防ぎます。 
 

電源プラグにほこりが付着している場合は、
乾いた布でよくふき取る 

電源プラグにほこりがたまると、湿気などで絶縁状態に 

なり、火災の原因となります。 
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  注意    

 

 

接触禁止  

 

禁止  

 

禁止  

 

禁止  

 

禁止  

 

禁止  

使用中や使用後しばらくは、本体のシール用
加熱部や袋の密封部などの高温部に直接
触れない 

高温のため、やけどの原因になります。 
 

引火性のもの（ガソリン・ベンジン・シンナー
など）のそばで使用しない 

火災・故障の原因になります。 
 

本体のすきまにピンや針金などを入れない 

本体内部に入り、ショートや故障の原因になります。 
 
 
 

本体を落としたり、衝撃を加えたりしない 

けが・故障の原因になります。 
 
 
 

本体に乗ったり、傾けたりしない 

けが・故障の原因になります。 

 

 

不安定な場所や熱に弱い敷物の上では使
用しない 

火災の原因になります。以下のような物の上では使用し 

ないでください。 

じゅうたん、ふとん、畳、テーブルクロス、プラスチックの

置台 など 
 

 

禁止  

 

禁止  

 

禁止  

 

禁止 

 

 
 

 

プラグを抜く 
 

間隔をあけずに連続して操作しない 

1 分以上の間隔をあけて操作しないと、シール部分が高温に 

なり、密封ロール袋が溶ける原因になります。 
 
 

運転中に本体を移動させない 

本体の落下などにより、けが・やけどの原因となります。 
 
 
 

運転中に本体カバーを開けない 

けが・やけどの原因となります。 
 
 
 

本体を移動するときは冷えてから行う 

けが・やけどの原因になります。 
 
 
 

お手入れは冷えてから行う 

高温部に触れ、やけどの恐れがあります。 
 
 
 

使用時以外は電源プラグをコンセントから抜く 

使用後は必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。

外出するときや長期間使用しないときは、電源プラグを抜い

ていることを確認してください。絶縁劣化による感電・漏電

火災の原因になります。 
 

 
 
 

使用上のご注意 
 

 

禁止  

 

禁止  

本製品を絶対に業務用に使用しない 

本製品は一般家庭用です。業務用に使用すると無理な負担

がかかり、火災・故障の原因になります。 
 
 

密封パックした保存物をオーブンや直火に 

かけない 

密封ロール袋が発火する原因になります。 
 

 

 
 

 

 
 

専用の密封ロール袋以外は使用しない 

専用の密封ロール袋を使用しないと、袋が溶ける可能性が 

あります。必ず、専用の密封ロール袋を使用してください。 

 
 

液状または水分の多いもの、型崩れしやすい
ものは脱気しないでシールする 

液状または水分の多いものは、冷凍してから密封するか、 

脱気しないでシールしてください。 

型崩れしやすいものは、脱気しないでシールしてください。 
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各部の名称 
 

 本体カバー部 
 

 

リリースボタン 

操作パネル 

接続用ホース差込口 
 

 

 操作パネル 
 

 

密封用袋の密封からシール（接着）までを自動で行うと

きに使用します。 

密封用袋の脱気が開始され、脱気が完了すると自動的に 

シールが開始されます。 

※ 動作中に再度ボタンを押すと、動作を中止できます。 

密封シールボタン 
（キャンセルボタン） 

脱気はしないで、密封用袋のシールのみを行

うモードです。密封ロール袋の片側をシール

するときにも使用します。 

※ 「密封シール」モードで脱気中に押すと、

脱気を中止してシールを開始できます。 

シールボタン 

保存するものに合わせて、シール時間を選択します。押すたびに、

ドライ／ウェットのパイロットランプの点灯が切り替わります。 

・ドライ：乾燥しているもの用です。初期状態で選択されています。 

・ウェット：わずかに水分を含むものをシールするときに選択します。 

ドライモードよりも長めにしっかりとシールします。 

ドライ／ウェットボタン 
吸引ボタン 
（容器専用） 

付属のワインストッパーと接続用ホースを

使用して、ワインボトルを密封するときに

使用します。 
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各部の名称 
 

 本体内部 
 

 

脱気溝 

シール用加熱部 

※ 貼ってあるテープは 

はがさないでください。 

電源プラグ 

発泡パッキン 

（カバー側） 

シリコンバー 

発泡パッキン 

（本体側） 

電源コード

r 

脱気口 

電源コード

収納部 

本体背面 

 
 

◆付属品◆  

 密封ロール袋 （幅 25cm×3m） ワインストッパー 接続用ホース 

 

 

お好みのサイズにカットして、 

無駄なく使用できます。 

 

開栓したワインボトルを 

密封するときに使用します。 

 

ワインストッパーと本体を 

つなぐときに使用します。 
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使い方のポイント 
 

本製品は、食材や生活用品などを密封することで上手に保存することができるものですが、保存するものの性質によって 

密封の仕方が変わります。うまく密封するためのポイントをいくつかご紹介します。参考にしてください。 

 注意 

◆ 本製品における密封シールとは、空気を抜いて密封状態でシール（接着）することで、完全な真空パックにはなりません。 

◆ 密封することで食材が絶対に腐らないとは限りません。密封後は適切な状態で保存し、できるだけ早めにお召し上がり 

ください。 

◆ 本製品には殺菌作用はありません。保存する際は衛生面など十分に注意してください。 

 
 

 
～液状のものや水分を含むものの保存について～ 

 液状のものや水分を含んだものは、脱気の際に水分を吸い込んでしまい、本体内部に水分が入って故障の 
原因になります。 

液状のもの、汁物、水分を含んだものを保存する場合は、冷凍してから密封する、または脱気しないでシー
ルのみで保存してください。 

 

 
～肉・魚の保存について～ 

●冷凍してから密封するか、ペーパータオルなどで包み、

水分を吸収させてから密封してください。 

●魚は、内臓を取り除いておいてください。 

●調理前のハンバーグや餃子などは、ラップに包んでか

ら密封してください（ラップに包む際は、空気が入ら
ないようにしてください）。 

肉・魚などは水分を多く含んだ状態で密封すると、 

脱気口などから本体内部に水分が入り、故障の原因と

なりますのでご注意ください。 

 

 
～その他の食材の保存について～ 

●角のとがったもの 

カニ・エビなどの角のとがったものは、袋に穴が開く

ことがあるため、ペーパータオルなどで包んでから密

封してください。 

●粉末状のもの 

小麦粉やコーヒーなどの粉末状のものは、もとのパッ

ケージごと密封してください。 

●型崩れしやすいもの 

パン・せんべい・スナック菓子など型崩れしやすいも

のは、脱気を途中で停止してシールをかけるか、シー

ルのみにしてください。 

●やわらかいもの 

シュークリーム・カステラなどやわらかくて密封する

とつぶれてしまうものは、シールのみにしてください。 
 

 
～野菜・果物の保存について～ 

●生の野菜や果物は呼吸をしているため、ガスを発生
しやすくなります。保存する際は、以下の処理をし
てから密封してください。 

・ゆでる   ：ほうれん草／ブロッコリー／竹の子／  
トウモロコシ／枝豆／グリーンアスパ

ラ／かぼちゃ など 

・スライスする：レモン／キウイフルーツ／パイナップ

ル など 

・皮をむく  ：リンゴ／梨 など 

●白菜などの野菜、漬物やキムチなどの水分の多い食材
は、脱気しないでシールのみにしてください。 

 

 
～密封した食材の解凍・調理について～ 

●密封した袋は、湯せんして温める事ができます。但し

油を多く含む食材の場合は湯せんせず、皿などに移し

替えてから、電子レンジなどで解凍・調理してくださ

い。袋のまま電子レンジは使用できません。 

●痛みやすい食材は、常温での自然解凍はしないでくだ

さい。 
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使い方 
 

本製品では、保存する食材や生活用品などに合わせて、操作方法を使い分けることができます。 
 

●カットした密封ロール袋の片側をシールする ････････････････････････････････p.8 

付属の密封ロール袋を必要な長さにカットし、片側をシールして、密封用袋を作ります。 

●脱気してシールする ･････････････････････････････････････････････････････ p.9～10 

密封用袋を脱気して密封状態でシールします。 

●脱気の途中でシールする ･････････････････････････････････････････････････ p.10 

脱気を途中で停止してシールします。 

 例）パンやスナック菓子など型崩れしやすいものを保存するとき など 

●脱気しないでシールする ･････････････････････････････････････････････････ p.11 

脱気はしないで、密封用袋のシールのみを行います。 

 例）水分の多い食材、やわらかくてつぶれやすいものを保存するとき など 

●ワインボトルを密封する ･････････････････････････････････････････････････ p.12 

付属のワインストッパーを使用して、開栓したワインボトルを密封します。 

 

 

 ご使用前の準備  
 

 

1. 電源コード収納部から電源コードを引き出す 

 

 

 本体底面の電源コード収納部から電源コードを引き出します。 

 

2. 電源プラグをコンセントに差し込む 

 

 

 電源プラグを持ってコンセントに差し込みます。 

電源を入れてしばらくすると、操作パネルのパイロットランプ

が点灯します。 

※ 初期状態では、 のパイロ

ットランプが赤、 

 の「ドライ」のパイロッ

トランプがグリーンに点灯し

ます。 
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カットした密封ロール袋の片側をシールする 
1. 密封ロール袋を必要な長さに切る 

 

保存するものを入れた 

ときに、開口部から 

8～10cm 程度の 

余裕があるよう 

に切ること。 

10cm 
8～ 

 

保存するものに合わせて、付属の密封ロール袋の開口部から 

8～10cm程度の余裕をとって、ハサミで必要な長さに切ります。 

 
◆ 密封ロール袋を切るときは、まっすぐに切ってください。 

曲がっていたり斜めになった状態で切ると、接着不良の 

原因になります。 

◆ 厚みがあるものを保存する場合は、十分な余裕をとって切っ

てください。余裕がないとシール部分にシワが入りやすく、

接着不良の原因になります。 

注意 

 

2. を押して、シールモードに設定する 

 

 

 を押します。シールモードに設定します。 

※ のパイロットランプが 

赤く点灯します。 

 

 
 
 

3. カットした密封ロール袋の片側をシール用加熱部にセットする 

 
端が脱気溝に入ら 
ないように位置を 
合わせる 

 

 本体カバーを開き、カットした密封ロール袋の片側をシール用 

加熱部に合わせてセットします。 

 

密封ロール袋の端が、発泡パッキンを越えて脱気溝に入らないよう

に位置を合わせてください。 

注意 

 
 
シワが寄らないように両手でピンと張ります。 
 

4. 本体カバーを閉じ、両手で両端を押さえてシールを開始する 

 

 

 密封ロール袋がずれないように静かに本体カバーを閉じ、本体両

端の「押してスタート」部分を両手でしっかりと押さえ続けます。 

しばらくすると、シールが開始されます。 

 「シール」のパイロットランプが消灯し、初期状態に戻ったら、

シール完了です。 
 

5. 運転が終了したら、リリースボタンを押して密封ロール袋を取り出す 

 

 運転が終了したら、リリースボタンを押して、本体内部の圧力を

解除します。本体カバーを開き、密封ロール袋を取り出します。 

 
運転後は本体内部に圧力がかかっているため、本体カバーは開きま
せん。本体カバーを開くときは、必ずリリースボタンを押してくだ

さい。圧力がかかった状態で無理に開こうとすると、故障・ケガの

原因になりますのでご注意ください。 

注意 
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脱気してシールする 
 注意 

◆ 続けて使用する場合は、1 分以上の間隔をあけてください。本体が十分に冷める前に使用すると、シール力が弱まる場合

があります。 

◆ 密封シールをする前に、本体内部に食材のかすや水分などが付着していないようにしてください。また、使用後は、脱気

溝などに落ちた食材や水分などをきれいに拭き取ってください。 

◆ 本製品は専用の密封ロール袋のみに対応しています。専用の密封ロール袋以外は使用しないでください。 

 
 

1. 密封用袋に保存するものを入れる 

 

8～10cm 
あける 

 

 密封用袋の片側がしっかりとシールされていることを確認し、 

保存する食材や生活用品などを入れます。 

 
◆ 保存するものを入れる際は、開口部から 8～10cm 程度の余裕

をもたせて入れてください。密封用袋いっぱいに入れると、開

口部にシワが寄りしっかりと密封できないことがあります。 

◆ 水分を含んだ食材を保存する場合は、ペーパータオルなどで包

むか、冷凍してから密封してください。 

注意 

 

2. を押して、密封シールモードに設定する 

 

 

 を押します。密封シールモードに設定します。 

※ のパイロットランプが

赤く点灯します。 

※ 初期状態では、密封シール

モードになっています。 

 

 
 

3. を押して、保存するものに合ったシール時間を設定する 

 

 

 保存するものの状態に合わせて、シール時間を設定します。 

を押すごとに、「ドライ」「ウェット」のグリーンのパイ

ロットランプが切り替わります。 

・ドライ：乾燥したものを保存する場合に選択します 

（標準のシール時間です）。 

 

 

・ウェット：水分を含んだものを保存する場合に選択

します（シール時間が長めになります）。 
 

 
 

4. 密封用袋の開口部を脱気溝の中間位置にセットする 

 
開口部が脱気口を 
ふさがないように 
位置を合わせる 

 

 本体カバーを開き、密封用袋の開口部を脱気溝の中間位置に合わ

せてセットします。 

 

密封用袋が脱気口をふさがないようにしてください。脱気口がふさ

がっていると、脱気の際に空気を吸い出すことができず密封がうま

くできません。 

注意 

 
 
密封用袋の両端を引っ張り、シワが寄らないようピンと張りま

す。 
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5. 本体カバーを閉じ、両端を手で押さえて密封シールを開始する 

 

 

 密封用袋がずれないように静かに本体カバーを閉じ、本体両端の 

「押してスタート」部分を両手でしっかりと押さえ続けます。 

しばらくすると、密封用袋の脱気が開始されます。 

 脱気が完了すると、パイロットランプの 

点灯が に切り替わり、自動的にシール

が開始されます。 

のパイロットランプが消灯し、初期状態に戻ったら、

脱気＆シールは完了です。 
 

※ 脱気を中止する場合は、再度  を押します。運転が停止します。 
 

 つぶれやすいもの・型崩れしやすいものを保存する場合 ～ 脱気を途中で停止してシールする ～ 

本製品は、高い圧力をかけて脱気することで密封しています。そのため、パンやスナック菓子などを保存する場合は、 

脱気が完了する前にシールを開始して、つぶれたり型崩れしないようにしてください。 

脱気を途中で停止してシールする場合は、脱気中にお好みの状態になったら を押します。脱気が停止され、シール

が開始されます。 
 

 

6. 運転が終了したら、リリースボタンを押して密封用袋を取り出す 

 

 運転が終了したら、リリースボタンを押して本体内部の圧力を解

除します。本体カバーを開き、密封用袋を取り出します。 

 
運転後は本体内部に圧力がかかっているため、本体カバーは開きま

せん。本体カバーを開くときは、リリースボタンを押してから開い

てください。 

圧力がかかった状態で無理に開こうとすると、故障・ケガの原因に

なりますのでご注意ください。 

注意 

 
 

 

使い終わったら 
1. 電源プラグをコンセントから抜く 

 

 

 電源プラグを持ってコンセントから抜きます。 
 

2. 電源コード収納部に電源コードをしまう 

 

 電源コード収納部の幅に合わせて電源コードを折りたたみ、 

電源コード収納部にしまいます。 
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脱気しないでシールする 
1. 密封用袋に保存するものを入れる 

 

8～10cm 
あける 

 

 密封用袋の片側がしっかりとシールされていることを確認し、 

保存する食材や生活用品などを入れます。 

 
◆ 保存するものを入れる際は、開口部から 8～10cm 程度の余裕

をもたせて入れてください。密封用袋いっぱいに入れると、開

口部にシワが寄りしっかりと密封できないことがあります。 

◆ 水分を含んだ食材を保存する場合は、ペーパータオルなどで包

むか、冷凍してから密封してください。 

注意 

 

2. を押して、シールモードに設定する 

 

 

 を押します。シールモードに設定します。 

※ のパイロットランプが 

赤く点灯します。 

 

 
 

3. を押して、保存するものに合ったシール時間を設定する 

 

 

 保存するものの状態に合わせて、シール時間を設定します。 

を押すごとに、「ドライ」「ウェット」のパイロットラン

プが切り替わります。 
 

4. 密封用袋の開口部をシール用加熱部にセットする 

 
開口部が脱気溝に
入らないように 
位置を合わせる 

 

 本体カバーを開き、密封用袋の開口部をシール用加熱部に合わせ

てセットします。 

 

密封用袋の開口部が、発泡パッキンを越えて脱気溝に入らないよう

に位置を合わせてください。 

注意 

 
 
シワが寄らないように両手でピンと張ります。 
 

5. 本体カバーを閉じ、両端を手で押さえてシールを開始する 

 

 密封用袋がずれないように静かに本体カバーを閉じ、本体両端の 

「押してスタート」部分を両手でしっかりと押さえ続けます。 

しばらくすると、密封用袋のシールが開始されます。 

 のパイロットランプが消灯し、初期状態に戻ったら、 

シールは完了です。 
 

6. 運転が終了したら、リリースボタンを押して密封用袋を取り出す 
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ワインボトルを密封する 
付属のワインストッパーを使用して、開栓したワインボトルを密封します。 
 

1. 密封するワインボトルにワインストッパーを差し込む 

 

ワインストッパーを
奥までしっかりと 
差し込む 

 

 密封したいワインボトルの口に、ワインストッパーをしっかりと

差し込みます。 

※ 奥までしっかりと差し込まれていることを確認してください。 

 

2. 接続用ホースでワインストッパーと本体をつなぐ 

 
接続用ホース 

 

 接続用ホースの片側をワインストッパー上部のホースポートに

差し込み、もう一方を本体の接続用ホース差込口に差し込みま

す。 
 

 

3. を押して、容器専用モードに設定する 

 

 

 容器専用モードに設定します。 を押します。 

※ のパイロットランプが 

赤く点灯します。 

 

 
 

4. 本体カバーの両端を手で押さえる 

 

 

 本体カバーを閉じ、本体両端の「押してスタート」部分を両手で

しっかりと押さえ続けます。 

しばらくすると、密封が開始されます。 

 ワインボトルが十分に脱気されると、自動的に運転が停止し

ます。 
 

5. 運転が停止したら、接続ホースを外す 

 

 運転が停止したら、ワインストッパーをしっかりと押さえて、 

接続用ホースを外します。 

 

ワインストッパーから接続用ホースを外すときは、ワインボトルか

らワインストッパーが抜けないように、ワインストッパーをしっか

りと押さえながら外してください。 

注意 

 
 
リリースボタンを押して、本体から接続用ホースを外します。 
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お手入れについて 
 

◆ お手入れをするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。 

◆ 本体・シール用加熱部が十分に冷めてからお手入れしてください。やけどの恐れがあります。 

◆ 本体を丸ごと水につけたり、丸洗いは絶対にしないでください。 

◆ 研磨剤入り洗剤・磨き粉・たわし・ナイロンや金属製のたわしは使用しないでください。 

表面を傷つける原因となります。 

◆ 台所用中性洗剤以外の洗剤、シンナー・ベンジンなどは使用しないでください。 

表面を傷つける原因となります。 

注意 

 
 

 本体カバー 
 

● 固く絞ったぬれふきんで汚れを拭き取る 

本体カバーの外側には水をかけずに、固く絞ったぬれふきんで 

汚れを拭き取ってください。 

 

 

 本体内部 
 

● 固く絞ったぬれふきんで汚れを拭き取る 

・ フタの内側や脱気溝に飛び散った具材などの汚れ、脱気溝に落ちた 

カスなどは、早めに拭き取ってください。 

・シール用加熱部が汚れていると、シール力が弱くなります。汚れが付着 

した場合は、固く絞ったぬれふきんで早めに拭き取ってください。 

このとき、シール用加熱部に貼ってあるシールをはがさないように 

ご注意ください。 

 

 

 発泡パッキン 
 

● 本体側の発泡パッキンは本体から取り外し、 

固く絞ったぬれふきんで汚れを拭き取る 

1. 本体側の発泡パッキンをつまんで、本体から取り外します。 

2. こびりついた具材などの汚れを、固く絞ったぬれふきんで 

拭き取ります。 

※ 汚れがひどい場合は、台所用中性洗剤を使って洗い、十分に 

乾燥させてください。 

3. 発泡パッキンが十分に乾燥したら、もとの位置に取り付けてください。 

 1. 

2. 
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故障かなと思ったら 
 
以下のようなときは、故障ではない場合がありますので、修理を依頼される前にもう一度ご確認ください。 

それでも不具合が解消しない場合は、サポートセンター（03-5413-6125）にご連絡ください。 

 
こんな時は 原 因 対 策 

パイロットランプが点灯

しない 

動作しない 

電源プラグが抜けていませんか? 電源プラグをコンセントにきちんと差し込んでください。 

密封できない 

密封用袋は専用のものを使用していますか？ 
本製品は専用の密封ロール袋のみに対応しています。専用の密

封ロール袋を使用してください。 

密封用袋に穴が開いていませんか？ 

・密封用袋を新しいものに交換し、やり直してください。 

・角のとがったものを入れると、密封時に穴が開くことがあり

ます。ペーパータオルなどに包んでから密封してください。 

密封用袋の片側がしっかりとシールされています

か？ 

密封用袋の片側のシールがとれている場合は、密封用袋の片側

を再度シールして、やり直してください。 

密封用袋の端が脱気溝から外れていませんか？ 

密封用袋の端が脱気溝の中に入っていないと、脱気ができず密

封されません。密封用袋の端を脱気溝の中央位置に合わせて、

やり直してください。 

脱気口を密封用袋や異物でふさいでいません

か？ 

脱気口がふさがっていると、脱気ができず密封されません。 

脱気口から異物を取り除き、密封用袋は脱気口をふさがないよ

うにセットしてください。 

密封用袋に水分が多いものを入れていません

か？ 

空気と一緒に水分も吸い上げてしまい、うまく脱気できませ

ん。ペーパータオルなどに包んで水分を吸収させるか、冷凍し

てから密封してください。 

シールできない 

密封用袋のシール部分がシワになっていません

か？ 

密封用袋の両端を引っ張って、ピンと張った状態でセットして

シールしてください。 

密封用袋のシール部分に食材のカスや水分など

が付着していませんか？ 

密封用袋のシール部分が汚れていると、シール力が弱くなりま

す。シール部分の汚れや水分をきれいに拭き取ってください。 

保存するものを密封用袋いっぱいに入れていま

せんか？ 

密封用袋のシール部分に余裕がないと、しっかりとシールでき

ません。保存するものは、開口部から 8～10cm 位の余裕をと

って入れてください。 

密封用袋が溶ける 

連続して使用していませんか？ 

連続してシールを行うと、シール用加熱部が高温になり、密封

用袋が溶ける原因となります。必ず、1分以上の間隔をあけて

ください。 

密封用袋は専用のものを使用していますか？ 

専用の密封ロール袋以外の袋では、シール時の温度に対応して

おらず、溶ける可能性があります。専用の密封ロール袋を使用

してください。 

本体カバーが開かない リリースボタンを押しましたか？ 
運転終了後はリリースボタンを押してから本体カバーを開い

てください。 

破損してしまった ただちに使用を中止して、サポートセンター（03-5413-6125）へご連絡ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

長年ご使用の密封パック器の点検を! 

※ 定期的に「安全上のご注意」や「使用上のご注意」を確認してご使用ください。

誤った使い方や長年のご使用による熱・湿気・埃などの影響により、部品が劣

化し、故障や事故につながることもあります。 

※ 電源プラグやコンセントにたまっている埃は取り除いてください。
 

こんな症状はありませんか? 
・本体が異常に熱い 

・コードや電源プラグが異常に熱い 

・焦げ臭いにおいがする 

・コードを動かすと、電源が入らないことがある 

・その他の異常・故障がある  

ご使用 

中止 

 

 

故障や事故防止のため、電源プラグをコンセントから抜

いて、お買い上げの販売店に必ず点検・修理をご依頼く

ださい。 

ご自分での修理は危険です。絶対に分解しないでくださ

い。 
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アフターサービスと保証書 
 保証書（裏表紙）  
裏表紙に添付しています。お買い上げ日と販売店名の記入

をお確かめのうえ、販売店からお受け取りください。 

保証書をよくお読みになり、大切に保管してください。 

 

 修理を依頼されるとき 
 

取扱説明書の内容をご確認いただき、故障が疑われる場合

には販売店、またはサポートセンターにお問い合わせくだ

さい。 

■ 保証期間中(お買い上げ日から 1年未満)の修理 

保証書の規定により、無料で修理致します。商品に保証書
を添えてお買い上げの販売店、またはサポートセンターま

でご相談ください。 
 
■ 保証期間が過ぎている(お買い上げ日から 1年以上)修理 

修理により使用できる製品は、お客様のご要望により有料
で修理致します。お買い上げの販売店、またはサポートセ

ンターまでご相談ください。 
 
なお万が一、停電･本機の故障・取り扱い不良により密封す

るものの劣化などがありましても、補償はいたしかねます

ので、予めご了承ください。 

 保証期間 
 

お買い上げ日から 1年間となります。 
 

 補修用性能部品の最低保有期間 
 

この密封パック器の補修用性能部品の保有期間は、製造 

打ち切り後 5年です。 

その商品の機能を維持するために必要な部品を性能部品と

いいます。 
 

 補修料金のしくみ 
 

補修料金は技術料(故障した商品の修理および部品交換な

どにかかる作業料金)と部品代(修理に使用した部品の代金)

などで構成されています。 
 

 補修部品について 
 

補修部品は部品共通化のため、一部仕様や外観色などが変

更となる場合があります。 

お客様ご自身での修理は大変危険です。絶対に分解したり

手を加えたりしないでください。 

 
アフターサービスについてご不明な場合は、サポートセンターまでお問い合わせください。 

<サポートセンター> 

TEL：03-5413-6125   FAX：03-5413-6128 

E-mail でのお問合せ：info@aucsale.com 

受付時間:午前 10 時～午後 5 時（土・日・祝祭日、年末年始および弊社指定休業日を除く） 

<修理センター> 

〒343-0032 埼玉県越谷市袋山 648-5 株式会社オークセール サポートグループ返品・修理センター 
 

 

 
サポートセンターからのお願い 

・ 通話中の場合、しばらく経ってからおかけ直しください。 

・ サポートセンターおよび修理センターへの電話番号／FAX番号、住所は予告なく変更することがあります。 

予めご了承ください。   

仕様 
品名（型番） siroca 密封パック器 デリシャスキーパー（SMP-A01） 

定格消費電力 110W 本体サイズ 幅約300mm×奥行約150mm×高さ約80mm 

定格電圧 AC100V 本体重量 約 930g 

周波数 50/60Hz コード長 約 130cm 

シール可能幅 最大 25cm 生産国 中国 
 

 

 
※ この製品は、日本国内用に設計・販売しています。電源電圧や周波数の異なる国では使用できません。 

海外での修理や部品販売などのアフターサービスも対象外となります。 

 

 消耗品 
 

 
品名 部品コード 

密封ロール袋（幅 25cm×6m） SMP-RB256 
 

 


